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県内外から約400名が参加した「第24回おいらせ町いちょうマラソン大会」



●おいらせ町議会だより ２

議事の進行を努める西舘秀雄議長

　

平
成
二
十
一
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
五
日
か
ら

八
日
ま
で
の
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
教
育
委
員
会

委
員
の
同
意
、
条
例
の
一
部
改
正
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入
契
約
の
締
結
、
小
中
学
校
楽
器
購
入
契
約
の
締

結
、
史
跡
阿
光
坊
古
墳
群
保
存
整
備
事
業
用
地
の
取
得
、

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予

算
な
ど
、
報
告
一
件
、
議
案
十
一
件
が
上
程
さ
れ
、
審

議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
一
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
当
局

の
所
見
を
求
め
ま
し
た
。

安定した医療サービスを持続するため
　　平成21年度分から国民健康保険税の税率を約10％引き上げ

提案理由を説明する三村町長

◆
お
い
ら
せ
町
教
育
委
員
会
委
員

　

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　

前
任
者
の
任
期
満
了
と
辞
任
に

伴
い
二
名
を
教
育
委
員
に
任
命
す

る
も
の
。

◆
お
い
ら
せ
町
町
税
条
例
等
の
一

　

部
改
正　

　

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特

別
控
除
や
土
地
等
の
長
期
譲
渡
所

渡わ
た
な
べ部
タた

い

こ

イ
子
氏
（
七
軒
町
）

武た
け

田だ　

昭
子
氏 

（
緑
ヶ
丘
）

主
な
議
案
の
内
容

◆
お
い
ら
せ
町
国
民
健
康
保
険
税

　

条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
、

資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額

及
び
世
帯
別
平
等
割
額
に
係
る
税

率
を
十
％
増
に
改
定
す
る
と
と
も

に
、
二
割
減
額
の
対
象
と
な
る
納

税
義
務
者
の
要
件
の
見
直
し
に
よ

る
軽
減
措
置
を
定
め
る
も
の
。

◆
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
百
石
消

　

防
団
第
七
分
団
）
購
入
契
約
の

　

締
結

　

百
石
深
沢
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、

消
防
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
も

の
。

平成21年第２回定例会（６月５日～８日）

得
に
係
る
特
別
控
除
の
創
設
等
。

　
◆
お
い
ら
せ
町
原
子
力
発
電
施
設

　

等
立
地
地
域
に
お
け
る
固
定
資

　

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　　

特
別
措
置
の
適
用
期
限
を
平
成

二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、

二
ヶ
年
延
長
す
る
も
の
。



●おいらせ町議会だより３

　

出
さ
れ
て
い
た
陳
情
書
「
り
ん

ご
の
価
格
安
定
対
策
を
求
め
る
陳

情
書
」
、
「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
見
直
し
に
関
す
る
陳

情
」
、
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
」
及
び
「
お
い
ら
せ
町
の
非
核

平
和
自
治
体
宣
言
を
求
め
る
陳
情

書
」
の
四
件
は
、
議
員
に
資
料
配

付
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
森
市
で
、
七
月
開
催
さ
れ
る

青
森
県
下
・
町
村
議
会
議
員
研
修

会
に
は
、
議
会
議
員
と
し
て
必
要

な
知
識
の
習
得
と
資
質
向
上
の
た

め
、
全
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

諸
般
の
報
告

議 

員 

派 

遣

・
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　

二
千
百
八
十
四
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

八
戸
鉄
工
所

◆
小
中
学
校
楽
器
購
入
契
約
の
締

　

結

　

吹
奏
楽
部
の
あ
る
木
ノ
下
小
学

校
及
び
町
内
の
中
学
校
三
校
に
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど
五
十
四
台
の

楽
器
を
配
置
し
、
吹
奏
楽
部
の
活

動
や
児
童
生
徒
の
情
操
教
育
の
充

実
を
図
る
も
の
。

・
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

　

九
百
八
万
五
千
九
百
六
十
五
円

・
契
約
の
相
手
方

　

有
限
会
社　

名
曲
堂

◆
史
跡
阿
光
坊
古
墳
群
保
存
整
備

　

事
業
用
地
の
取
得

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
の
三
ヶ
年

計
画
で
進
め
て
お
り
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
二
年
目
の
用
地
取
得
。

会　計 補正前 補正額 補正後 補正の主なもの

一　　般 9,456,080 404,538 9,860,618

デジタルテレビアンテナ設置等工事費　　    7,828
デジタルテレビ購入費　　    　　  　　  　12,944
機械器具費（ハイブリット車）　　　　　  12,000
新エネルギービジョン策定業務委託料　　    5,246
一般コミュニティ助成事業費補助金　　　　 8,400
コミュニティセンター助成事業費補助金　  12,500
子育て応援特別手当給付費　　　　　　     28,080
固定遊具購入費　　　　　　　　　　　　　 6,700
エゴマ搾油施設等整備事業費補助金　　　  10,000
町商工会プレミアム共通商品券発行補助金  21,000
イベント等備品購入費　　　　　　　　　  21,000
町道整備工事費　　　　　　　　　　　　  91,000
校務用パソコン等購入費（小学校費）　　  17,576
教育用パソコン等購入費（小学校費）　　  19,802
デジタルテレビ購入費（小学校費） 　　 10,398
校務用パソコン等購入費（中学校費）　　  11,871
教育用パソコン等購入費（中学校費）　　  29,702
デジタルテレビ購入費（中学校費）　　    6,239
スポーツ車購入費　　　　　　　　　　　　 6,700

介護保険 1,592,398 1,635 1,594,033 消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　 499
後期高齢 135,573 60 135,633 庁用器具費　　　　　　　　　　　　　　　      58

一般会計の補正額は、4億453万8千円の増額で、総額を98億6,061万8千円とした。
特別会計の合計補正額は、169万5千円の増額。

２１年度補正予算の概要２１年度補正予算の概要（21年６月補正）

（単位：千円）

・
総
取
得
面
積

　

二
万
八
千
三
百
三
十
五
㎡

・
取
得
予
定
価
格

　

二
千
八
百
三
十
三
万
五
千
円
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平成21年 第１回臨時会（５月26日）

町議会議員、特別職及び教育長
並びに一般職職員の６月の手当引下げ

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
臨

時
会
が
五
月
二
十
六
日
に
開

か
れ
、
報
告
八
件
、
議
案
四

件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
会
の
構
成

◆
お
い
ら
せ
町
議
会
の
議
員
の
議   

　

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
お
い
ら
せ
町
特
別
職
の
職
員
の

　

給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

改
正

◆
お
い
ら
せ
町
教
育
委
員
会
教
育

　

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

　
◆
お
い
ら
せ
町
一
般
職
の
職
員
の

　

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　

正

　

四
議
案
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
及
び
県
人
事
委
員
会
か
ら
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
報
告
及
び

勧
告
に
お
い
て
、
本
年
六
月
に
支

給
さ
れ
る
手
当
に
関
し
、
支
給
割

合
の
引
下
げ
が
勧
告
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
国
家
公
務
員
及
び
県

職
員
に
準
じ
て
給
与
改
定
を
行
う

も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
町
議
会
議
員
、

特
別
職
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
、

並
び
に
一
般
職
職
員
の
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
に
つ

い
て
、
期
末
手
当
で0

・一
五
月
、

勤
勉
手
当
で0

・0

五
月
を
引
下
げ

す
る
も
の
。

主
な
議
案
の
内
容

就任の挨拶をする加藤正志教育委員長

　

こ
の
た
び
、
二
つ
の
常
任
委
員

会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
、

任
期
満
了
に
よ
り
新
し
く
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
の
審

査
を
行
う
ほ
か
、
所
管
し
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
、
調
査
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

総
務
、
企
画
、
財
政
、
税
務
、

出
納
、
監
査
、
選
挙
、
教
育
文
化

に
関
す
る
事
項
並
び
に
他
の
常
任

委
員
会
に
属
し
な
い
事
項
を
所
管

す
る
。

　

委
員
長　
　

沼　

端　
　
　

務

　
副
委
員
長　
　

川　

口　

弘　

治

　

委　

員　
　

佐
々
木　

光　

雄

　

委　

員　
　

西　

舘　

秀　

雄

　

委　

員　
　

種　

市　

恭　

子

　

委　

員　
　

立　

花　

國　

雄

　

委　

員　
　

澤　

頭　

好　

孝

　

委　

員　
　

馬　

場　

正　

治

　

農
林
、
水
産
、
畜
産
、
商
工
観

光
、
土
木
、
建
築
、
都
市
計
画
、

上
下
水
道
、
民
生
、
保
健
、
福
祉
、

環
境
、
病
院
事
業
に
関
す
る
事
項

を
所
管
す
る
。

委
員
長　
　

西　

館　

芳　

信

副
委
員
長　
　

成　

田　
　
　

隆

委　

員　
　

松　

林　

義　

光

委　

員　
　

柏　

﨑　

利　

信

委　

員　
　

袴　

田　

邦　

彦

委　

員　
　

馬　

場　

福　

志

委　

員　
　

吉　

村　

敏　

文

委　

員　
　

吉　

田　

絹　

恵

委
員
長　
　

佐
々
木　

光　

雄

副
委
員
長　
　

袴　

田　

邦　

彦

委　

員　
　

西　

館　

芳　

信

委　

員　
　

吉　

村　

敏　

文

委　

員　
　

沼　

端　
　
　

務

委　

員　
　

川　

口　

弘　

治

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会



●おいらせ町議会だより５

平成21年 第１回臨時会（５月26日）

生活関連道を現地調査する委員一行

所管する事項を審査する産業民生常任委員会

　

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
三

日
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会

（
西
館
芳
信 

委
員
長
）
を
開
催

し
、
平
成
二
十
一
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
る
町
内
の
生
活
関
連

道
整
備
計
画
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

町
生
活
関
連
道
の
現
地
調
査
を
実
施

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　

町
地
域
整
備
課
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
六
月
定
例
議
会
の
補
正
予

算
約
一
億
円
で
計
画
し
て
い
る
十

路
線
の
生
活
道
路
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

担
当
課
か
ら
は
「
公
共
施
設
周

辺
と
雨
水
排
水
対
策
」
が
基
本
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
全
路
線
に

つ
い
て
、
早
急
に
実
施
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

一般会計の補正額は、5,338万1千円の減額で、総額を98億919万5千円とした。
特別会計等（10会計）の合計補正額は、2,794万2千円の減額で、総額を72億5,383万3千円とした。

２０年度補正予算の概要２０年度補正予算の概要（21年３月専決処分補正）

（単位：千円）

会　計 補正前 補正額 補正後 補正の主なもの

一　　般 9,862,576 ▲53,381 9,809,195

国民健康保険特別会計繰出金　　　　　　 76,671

重度心身障害者医療給付費　　　　　　 ▲10,139

保育所運営費　　　　　　　　　　　　 ▲18,090

除雪作業委託料　　　　               　    ▲11,800

国　　保 2,660,130 ▲18,758 2,641,372 国保診療報酬給付費（退職被保険者等）   ▲4,188
老人保健 198,267 ▲4,695 193,572 医療費支給費　　　　　　　　　　　      ▲4,242
奨学資金 19,315 102 19,417 奨学基金積立金　　　　　　　　　　　 　　 102
公共下水 1,327,750 0 1,327,750
集落排水 105,782 0 105,782
介護保険 1,649,390 900 1,650,290 居宅介護サービス等給付費　　　　　　　  5,000
霊園事業 13,949 ▲400 13,549 還付金　　　　　　　　　　　　　　　　  ▲400
公共用地 47,778 0 47,778
後期高齢 130,191 ▲5,091 125,100 後期高齢者医療広域連合納付金　　　　  ▲5,091
病院事業 1,129,223 0 1,129,223
総　計 17,144,351 ▲81,323 17,063,028
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一 
般 

質 

問
西 館 芳 信　議員

質
問　

常
時
、
介
護
を
必
要
と
す

る
も
の
の
、
自
宅
で
こ
れ
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
特
養
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
を
希
望
す
る
待
機
者
が
、

我
が
町
で
百
四
十
人
以
上
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
こ
の
実
態
と
町
の

関
わ
り
に
つ
い
て
問
う
。

①　

我
が
町
の
「
待
機
者
」
の
現

　

状
は
？

　

ア　

町
の
高
齢
者
は
ど
ん
な
比

　
　

率
で
何
人
い
る
の
か
。

　

イ　

そ
し
て
、
こ
の
中
の
何
人

　
　

が
要
介
護
認
定
を
申
請
し
、

　
　

認
定
の
結
果
は
ど
う
な
り
、

　
　

介
護
保
険
受
給
者
は
若
年
障

　
　

が
い
者
を
含
め
る
と
何
人
に

　
　

な
る
の
か
。

　

ウ　

次
に
、
こ
の
中
で
何
人
が

　
　

特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
、

　
　

希
望
が
叶
わ
ぬ
待
機
者
は
何

　
　

人
か
。

　
　
　

ま
た
、
待
機
者
の
現
状
で

　
　

の
平
均
的
待
機
日
数
は
ど
れ

　
　

位
か
。

　

エ　

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
人
々

　
　

を
入
所
さ
せ
る
町
内
施
設
の

　
　

定
員
は
い
く
ら
で
、
入
所
の

　
　

緊
急
性
、
必
要
性
を
判
断
す

　
　

る
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　
　

の
か
。

　
　
　

さ
ら
に
、
最
終
的
に
入
所

　
　

を
決
定
す
る
人
は
誰
な
の

　
　

か
？

　
　
　

定
員
に
つ
い
て
は
療
養
型

　
　

病
床
に
も
触
れ
て
回
答
願
い

　
　

た
い
。　

　
　
　

又
、
認
定
の
度
合
い
に
よ

　
　

る
サ
ー
ビ
ス
可
能
内
容
、
入

　
　

所
費
用
な
ど
の
現
状
も
お
答

　
　

え
願
い
た
い
。

答
弁　

町
の
人
口
は
本
年
三
月
末

で
約
二
万
五
千
人
で
あ
り
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

　

入
所
待
機
者
の

実
態
に
つ
い
て

65歳以上人口約4,900人
（これはイメージ写真です。）

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
約

四
千
九
百
人
で
、
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
十
九
・
七
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

次
に
、
介
護
認
定
の
申
請
数
は

平
成
二
十
年
度
で
八
百
九
十
五
件
、

判
定
結
果
は
要
介
護
五
が
百
二
十

六
件
、
要
介
護
四
が
百
二
件
、
要

介
護
三
が
百
五
十
二
件
、
要
介
護

二
が
百
五
十
二
件
、
要
介
護
一
が

百
九
十
四
件
な
ど
で
、
現
在
、
介

護
保
険
受
給
者
は
い
わ
ゆ
る
、
高

齢
者
で
八
百
十
七
人
、
障
が
い
者

で
四
十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
待
機
者
の
平
均
的
待
機

日
数
で
あ
る
が
、
必
要
性
の
高
い

人
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
申
し
込

み
後
、
数
ヶ
月
か
ら
数
年
ま
で
か

か
る
人
も
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
本
年
三
月
の

調
査
で
は
在
宅
の
待
機
者
は

八
十
九
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
町
内
の
関
連
施
設

は
四
事
業
所
、
合
計
二
百
人
の
定

員
で
、
入
所
に
つ
い
て
は
県
の
指

針
を
踏
ま
え
、
事
業
所
ご
と
、
施

設
長
や
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員

な
ど
で
構
成
す
る
入
所
検
討
委
員

会
が
決
定
す
る
。

　

ま
た
、
利
用
料
金
は
月
額
の
目

安
で
十
万
円
程
度
、
減
免
措
置
が

適
用
さ
れ
れ
ば
三
万
円
程
度
に
な

っ
て
お
り
、
町
が
負
担
す
る
介
護

給
付
費
は
、
一
人
当
た
り
月
額

二
十
三
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

②　

こ
の
問
題
に
対
す
る
町
の
関

　

わ
り
に
つ
い
て

　

ア　

現
在
、
入
所
手
続
は
、
入

　
　

所
者
自
身
と
施
設
側
の
問
題

　
　

と
し
て
、
町
は
関
与
し
て
い

　
　

な
い
と
聞
く
が
、
公
平
性
、

　
　

透
明
性
確
保
の
た
め
に
、
積

　
　

極
的
に
関
与
し
て
い
く
べ
き

　
　

と
考
え
る
が
？

　

イ　

待
機
者
の
現
状
を
考
え
、

　
　

お
い
ら
せ
病
院
は
し
か
る
べ

　
　

き
場
所
に
新
築
移
転
し
、
現

　
　

在
の
病
棟
は
特
養
ホ
ー
ム
な

　
　

ど
へ
の
転
換
を
図
る
構
想
も

　
　

あ
っ
て
い
い
と
思
う
が
？

答
弁　

入
所
の
決
定
に
際
し
て
は

県
の
指
針
に
基
づ
き
、
各
施
設
が

合
議
制
の
検
討
委
員
会
で
処
理
し

て
お
り
、
公
平
性
、
透
明
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
お
い
ら
せ
病
院
の
新
築

移
転
は
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く

現
状
を
総
合
的
に
判
断
し
た
場
合
、

厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
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町
の
一
層
の
産
業
振
興
に
鑑

み
、
平
成
二
十
一
年
七
月
七
日

か
ら
十
日
ま
で
実
施
し
た
調
査

活
動
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〔
農
〕
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　

取
組
み
現
状
調
査

　
　
　

   

（
埼
玉
県
宮
代
町
）

農
水
産
業
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

機
器
当
町
導
入
の
可
能
性

（
愛
知
県
一
宮
市

㈱
伸
光
テ
ク
ノ
）

百
石
漁
港
に
照
ら
し
た
最
新
の

荷
捌
き
施
設
と
こ
れ
に
一
体
化

し
た
水
産
物
流
通
の
調
査

（
愛
知
県
一
色
町
）

　

東
京
都
か
ら
北
へ
四
十
㎞
、
人

口
約
三
万
四
千
人
の
「
農
」
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
は
、
平
成
十
四
年

に
職
員
の
発
案
で
始
め
た
も
の
で
、

行
政
面
積
が
十
六
平
方
㎞
弱
、
農

家
人
口
六
％
の
町
が
周
辺
を
含
め

て
の
都
市
化
を
逆
手
に
取
り
、
農

業
で
は
な
く
、
農
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
旗
印
と
し
て
、
各
界
各
層

の
人
々
が
知
恵
を
絞
っ
た
も
の
。

　

そ
の
拠
点
が
「
新
し
い
村
・
集

い
の
館
」
で
あ
り
、
十
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
に
十
四
億
円
を
投

入
し
た
が
、
九
億
円
は
国
、
県
の

補
助
。

　

農
産
物
直
売
所
「（
結
）
ゆ
い
」

で
は
、
町
内
外
か
ら
の
生
産
物
を

加
工
処
理
、
販
売
し
て
い
る
し
、

加
え
て
、
市
民
農
園
を
開
放
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
を
壊
し
、
土

新しい村にて

油化装置の説明を受ける委員一行

荷捌き施設にて

水
路
に
し
た
場
所
や
、
草
ぼ
う
ぼ

う
に
し
、
淡
水
魚
な
ど
の
繁
殖
を

狙
っ
た
「
ほ
っ
つ
け
田
」
な
ど
の

施
策
が
奏
功
し
、
畑
の
オ
ー
ナ
ー
、

憩
い
を
求
め
る
散
策
者
、
観
光
客

と
し
て
の
町
内
外
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
相
当
数
と
な
り
、
参
加
町

民
の
収
入
も
増
加
し
て
い
る
。

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や
廃
プ
ラ
な

ど
の
油
化
装
置
を
手
が
け
て
お
り
、

繊
維
工
場
だ
っ
た
も
の
を
、
加
圧

加
温
の
技
術
を
活
か
し
、
当
事
業

に
転
換
し
た
も
の
。

　

製
品
の
特
長
は
泥
な
ど
の
汚
物

の
ま
ま
で
の
分
離
が
可
能
な
と
こ

ろ
に
あ
り
、
農
水
産
業
廃
棄
物
処

理
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
で
、
こ
れ

ま
で
四
基
、
合
計
三
億
五
千
万
円

を
売
り
上
げ
た
。

　

価
格
は
用
途
と
規
模
に
応
じ
、

数
百
万
円
か
ら
数
億
円
ま
で
多
様
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
で
る
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
も
可
能
で
、
再
生
油
は
燃

料
に
な
る
か
ら
、
農
業
に
は
最
適
。

　

平
成
十
七
年
四
月
に
、
周
辺
六

漁
協
が
合
併
、
西
三
河
漁
協
と
な

り
、
荷
捌
き
施
設
が
誕
生
。

　

組
合
員
三
百
九
十
一
名
、
操
業

船
数
七
十
三
隻
、
漁
獲
高
十
一
億

強
（
三
千
三
百
ト
ン
）
を
擁
す
る

荷
捌
き
施
設
は
事
業
費
が
約

八
億
七
千
万
円
、
鉄
骨
造
り
、

五
千
百
㎡
の
広
さ
。

　

そ
の
特
長
は
高
度
衛
生
管
理
で
、

鮮
度
保
持
の
た
め
の
陳
列
方
式
、

入
札
、
清
浄
水
洗
浄
、
庇
は
光
と

雨
か
ら
水
産
物
を
守
る
た
め
に
長

さ
が
十
ｍ
に
な
っ
て
い
る
点
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
「
一
色
さ
か

な
広
場
」（
三
千
㎡
）
は
、
週
末

に
は
観
光
用
バ
ス
三
十
台
、
乗
用

車
二
百
台
が
収
容
で
き
る
駐
車
場

が
満
杯
に
な
り
、
収
入
は
年
間
、

十
一
億
円
前
後
で
推
移
。

　

宮
代
町
の
「
農
」
の
あ
る
取
組

み
は
生な

り
わ
い業
と
し
て
の
「
農
業
」
に

市
民
参
加
型
、
環
境
保
全
型
な
ど

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、

施
設
全
体
の
機
能
性
も
完
璧
に
思

え
た
が
、
関
東
近
県
二
千
万
人
の

集
客
ゾ
ー
ン
が
あ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
、
我
が
町
に
は
馴
染
な
い

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

㈱
伸
光
テ
ク
ノ
の
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
機
は
、
い
ず
れ
、
各
自
治
体
、

産
業
団
体
な
ど
が
導
入
を
義
務
化

さ
れ
る
種
の
も
の
と
思
え
た
。

　

我
が
町
の
牧
歌
的
景
観
保
持
の

た
め
に
も
、
町
、
各
産
業
団
体
な

ど
が
共
同
で
こ
の
種
の
機
器
を
導

入
す
る
の
も
良
い
と
感
じ
た
し
、

一
般
質
問
で
町
長
に
ぶ
つ
け
て
み

よ
う
と
い
う
委
員
も
い
た
。

　

一
色
町
の
荷
捌
き
施
設
な
ど
は
、

百
石
漁
港
に
も
、
同
様
の
施
設
を

と
は
思
っ
た
が
、
現
実
の
出
船
数
、

漁
獲
高
、
内
海
と
外
海
の
違
い
な

ど
が
あ
り
、
こ
の
規
模
で
の
附
帯

は
難
し
い
と
感
じ
た
。

　
　

委
員
長　

西
館　

芳
信　

記

感　

想
（
考
察
）
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？

？ ？

？？

今年開催されたおいらせ町民駅伝大会

　

こ
れ
ま
で
定
例
会
で
行
わ
れ
て
い
る
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
か
追
跡
調
査
し
て
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
平
成
十
九
年
六
月
議
会
で
議
員
が
質
問
し
た
町
民
ふ
れ
あ
い

駅
伝
大
会
の
復
活
に
つ
い
て
経
過
を
調
査
し
ま
し
た
。

　スポーツ振興のためにも、旧下田町で平成17
年度まで17回実施していた町民ふれあい駅伝大
会を復活させる考えはないのか。

　現在協議中で、町内会の意向を把握すべく進め
ており、早い段階で結論を出したいと考えており
ます。

　平成20年11月３日、「２００８おいらせ町駅
伝大会」が、町内から10チーム参加し、開催さ
れました。

質問

答弁

経過

　

六
月
初
夏
の
頃
を
迎
え
、
田
畑
、
森
に
濃
い
緑

が
広
が
り
の
ど
か
な
風
景
が
目
に
入
っ
て
来
た

「
お
い
ら
せ
町
」
で
す
。
こ
の
ま
ま
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
収
穫
の
秋
に
は
大
豊
作
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
一
人
で
す
。

　

日
々
の
生
活
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
百
年
に

一
度
の
「
大
不
況
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私

達
の
生
活
も
影
響
を
受
け
、
町
民
の
方
々
に
も
厳

し
い
時
を
過
ご
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
町
議
会
も
一
日
で
も
早
く
こ
の
厳
し
さ
が

収
ま
れ
ば
、
と
の
思
い
で
真
剣
に
議
論
し
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
「
お
い
ら
せ

町
」
作
り
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
編
集
委
員　

吉
村　

敏
文　

記苗も育ち緑一色の田園

８


